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太陽と緑豊かな住みたくなる町
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●住宅の省エネ改修に伴う固定資産税の減額措置について…6

●後期高齢者医療制度の保険料に係る社会保険料控除についてお知らせ…9

主な内容

吉
富
町
の
歴
史
と
文
化
財

（
町
指
定
有
形
民
俗
文
化
財
）

　黒田・細川・小笠原・奥平の歴代中津城主やその一族が武運

長久や出産・普請無事などを願って寄進した細男舞の人形に

着せる装束です。

　名札によると黒田家６着、細川家６着、小笠原家８着、奥平

家11着、計31着が確認できます。明治20年以降は、一般の氏子

からの奉納も受けるようになり、その数は1,000点�以上にも

なっています。

くわしおのまい

7,277人 前月比（＋6）

3,438人 前月比（±0）

3,839人 前月比（＋6）

2,865戸 前月比（＋10）

平成20年8月1日現在
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よ
う
力
を
入
れ
た
ら
良
い
の
で
は

　
と
考
え
る
。
必
死
で
人
口
を
増
や

　
す
こ
と
は
、
す
ご
く
大
事
な
こ
と

　
だ
と
感
じ
る
。

（3）
　
こ
れ
か
ら
吉
富
町
が
単
独
（
合

　
併
し
な
い
）
で
や
っ
て
行
く
場
合
、

　
若
い
世
代
を
何
人
ぐ
ら
い
と
見
込

　
ん
で
い
る
の
か
。
歳
出
削
減
の
痛

　
み
は
最
少
限
度
に
し
な
け
れ
ば
な

　
ら
な
い
。
収
入
に
つ
い
て
も
法
人

　
税
の
問
題
（
製
薬
も
分
社
化
）
、

　
納
税
者
も
年
金
取
得
者
に
な
り
、

　
少
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

（4）
　
財
政
健
全
化
計
画
で
は
、
吉
富

　
漁
協
に
６
６
０
万
円
、
吉
富
商
工

　
会
に
６
７
０
万
円
計
上
し
て
い
る

　
が
、
20
万
円
し
か
削
減
さ
れ
て
い

　
な
い
。
わ
ず
か
３
％
し
か
削
減
さ

　
れ
て
い
な
い
。
ど
う
し
て
な
の
か
。

（5）
　
よ
り
良
い
吉
富
、
皆
が
住
み
た

　
く
な
る
よ
う
行
政
の
方
で
考
え
て

　
い
た
だ
け
れ
ば
。
以
前
は
そ
の
よ

　
う
な
話
も
聞
い
て
い
た
。

（6）
　
県
境
を
越
え
た
市
町
村
の
連
携

　
に
つ
い
て
、
総
務
省
「
定
住
自
立

　
圏
構
想
研
究
会
」
の
最
終
報
告
書

　
で
は
、
県
境
を
越
え
た
圏
域
を
も

　
視
野
に
入
れ
た
提
言
が
な
さ
れ
て

　
い
る
。
県
境
に
位
置
す
る
町
と
し

　
て
、
県
を
越
え
た
市
町
村
の
連
携

　
（
必
ず
し
も
合
併
を
意
味
し
な
い

　
広
義
の
連
携
も
含
め
て
）
を
考
え

　
て
い
る
か
。

（7）
　
合
併
問
題
に
つ
い
て
、
合
併
を

　
行
わ
な
い
場
合
に
つ
い
て
の
具
体

　
策
は
。

（8）
　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
（
ふ
る
さ

　
と
へ
の
寄
付
金
制
度
）
が
適
用
さ

　
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
吉
富

　
町
と
し
て
対
応
、
準
備
は
し
て
い

　
る
の
か
。
吉
富
町
出
身
者
へ
の
寄

　
付
金
の
お
願
い
は
。

（9）
　
固
定
資
産
が
あ
る
者
は
固
定
資

　
産
税
を
払
う
の
に
加
え
、
国
保
税

　
の
算
定
基
準
に
も
資
産
割
が
入
っ

　
て
い
る
た
め
税
の
二
重
取
り
に
な

　
っ
て
い
る
。
算
定
か
ら
資
産
割
を

　
除
外
す
べ
き
で
は
。

（10）
　
国
民
健
康
保
険
税
の
後
期
高
齢

　
者
支
援
分
の
算
定
（
計
算
）
根
拠

　
が
知
り
た
い
。
ま
た
、
後
期
高
齢

　
者
医
療
保
険
で
福
岡
県
は
全
国
で

　
も
高
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
吉
富

　
町
は
他
の
類
似
団
体
に
比
較
し
て

　
ど
う
な
の
か
。

（11）
　
地
方
分
権
へ
の
具
体
的
な
取
り

　
組
み
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

　
い
る
の
か
。
町
の
対
応
は
。

（12）
　
行
政
懇
談
会
は
今
後
も
定
期
的

　
に
や
っ
て
も
ら
え
る
の
か
。
す
る

　
よ
う
で
あ
れ
ば
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

　
（
行
政
懇
談
会
時
配
布
）
の
中
に

　
実
施
済
み
と
か
実
施
中
と
書
い
て

　
あ
る
が
、（
実
施
）
済
み
の
場
合
、

　
ど
う
い
う
効
果
が
あ
っ
た
の
か
、

　
例
え
ば
金
額
に
し
て
出
せ
る
も
の

　
な
ら
金
額
を
書
い
て
も
ら
い
た
い
。

（1）
　
議
員
定
数
が
少
な
い
の
で
は
な

　
い
か
（
現
在
10
人
）
。
１
人
あ
た

　
り
の
議
員
報
酬
を
削
減
し
、
そ
の

　
分
議
員
の
数
を
増
や
し
、
14
、
15

　
人
の
議
員
が
知
恵
を
出
し
合
っ
て
、

　
難
局
を
乗
り
越
え
て
も
ら
い
た
い
。

（2）
　
議
員
給
料
が
高
い
の
で
は
。
議

　
員
給
料
を
日
当
制
に
す
べ
し
と
思

　
う
が
。

行
財
政
運
営

（
全
体
で
40
件
の
ご
質
問
や
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。
）

（1）
　
昨
年
12
月
に
策
定
さ
れ
た
財
政

　
健
全
化
計
画
の
主
な
収
入
源
は
何

　
な
の
か
。
10
年
間
こ
の
収
入
が
あ

　
る
か
ら
、
吉
富
町
は
こ
れ
だ
け
カ

　
ッ
ト
（
事
務
事
業
・
補
助
金
等
の

　
見
直
し
）
す
れ
ば
単
独
（
合
併
し

　
な
い
）
で
行
け
る
と
説
明
し
て
も

　
ら
え
れ
ば
み
ん
な
安
心
で
き
る
。

（2）
　
５
年
に
１
度
の
国
勢
調
査
が
再

　
来
年
あ
る
。
そ
の
次
の
交
付
税
額

　
に
大
き
な
影
響
が
あ
る
。
再
来
年

　
を
目
標
に
人
口
を
増
や
し
て
い
く

議
会
議
員
に
関

す
る
こ
と

（
全
体
で
６
件
の
ご
質
問
や

　
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。
）

行
政
懇
談
会
報
告

　
平
成
20
年
５
月
26
日
か
ら
７
月
４
日
ま
で
の
間
に
、
町
内

17
箇
所
（
20
行
政
区
）
で
行
政
懇
談
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
合

計
５
０
８
名
の
多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
自
治
会
長
及
び
役
員
の
方

な
ど
、
事
前
の
準
備
、
当
日
の
会
場
設
営
か
ら
後
片
付
け
ま

で
ご
協
力
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
度
の
行
政
懇
談
会
は
、「
本
町
が
現
在
直
面
す
る
諸
問

題
、
特
に
町
の
行
財
政
運
営
等
へ
の
意
見
交
換
」
と
題
し
ま

し
て
、
多
く
の
方
か
ら
ご
質
問
、
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
要
約
し
て
報
告
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
同
じ
内
容
の
ご
質

問
等
は
、
代
表
的
な
も
の
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
懇
談
会
の
要
点
を
ま
と
め
た
会
議
録
は
、
現
在
総

務
課
で
作
成
中
で
す
。
９
月
中
旬
か
ら
閲
覧
開
始
予
定
に
し

て
い
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
際
は
、
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
役
場
総
務
課
　
℡
２
４
‐
１
１
２
２



3

（1）
　
（
現
在
副
町
長
は
空
席
で
あ
る

　
が
）
今
後
、
副
町
長
を
ど
う
す
る

　
つ
も
り
な
の
か
、
聞
か
せ
て
も
ら

　
い
た
い
。

　
　
是
非
副
町
長
が
必
要
と
言
う
こ

　
と
で
あ
れ
ば
、
県
か
ら
人
材
を
派

　
遣
す
る
こ
と
は
考
え
て
は
い
な
い

　
の
か
。

（2）
　
財
政
が
厳
し
く
な
れ
ば
な
る
ほ

　
ど
、
支
出
に
対
す
る
人
件
費
の
ウ

　
エ
ー
ト
は
大
き
く
な
る
と
思
わ
れ

　
ま
す
。
学
校
給
食
・
幼
保
民
営
化

　
は
早
急
に
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

（3）
　
人
件
費
削
減
や
給
与
の
減
額
と

　
と
て
も
名
前
は
よ
い
が
、
職
員
の

　
生
活
を
安
定
さ
せ
な
け
れ
ば
、
汚

（1）
　
吉
富
町
に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
み

　
た
い
な
も
の
が
な
い
の
か
。
あ
る

　
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
ハ
ザ
ー
ド
マ

　
ッ
プ
を
活
用
し
、
１
～
３
年
に
１

　
回
防
災
訓
練
を
実
施
し
た
ら
ど
う

　
か
。

（2）
　
小
学
校
、
中
学
校
、
フ
ォ
ー
ユ

　
職
・
賄
賂
な
ど
に
つ
な
が
り
吉
富

　
町
の
不
名
誉
に
な
り
か
ね
な
い
。

（4）
　
補
助
金
・
助
成
金
を
カ
ッ
ト
し

　
て
い
る
と
聞
く
が
、
職
員
・
議
員

　
の
人
件
費
の
カ
ッ
ト
は
考
え
て
い

　
な
い
か
。

（5）
　
町
内
巡
回
バ
ス
の
利
用
状
況
を

　
報
告
し
て
も
ら
い
た
い
。
巡
回
バ

　
ス
で
な
く
福
祉
タ
ク
シ
ー
を
走
ら

　
せ
て
も
ら
い
た
い
。

（6）
　
現
在
町
内
居
住
の
物
故
者
の
連

　
絡
は
、
自
治
会
ご
と
に
自
治
会
内

　
の
み
の
放
送
を
し
て
い
る
が
、
他

　
の
町
で
は
全
町
民
に
知
ら
せ
て
い

　
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
本
町
も
是
非

　
一
斉
放
送
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
ー
会
館
等
公
共
施
設
の
耐
震
工
事

　
は
な
さ
れ
て
い
る
か
。

（3）
　
公
用
車
を
活
用
し
た
「
こ
ど
も

　
１
１
０
番
」
の
車
の
巡
回
の
取
組

　
み
に
つ
い
て
、
児
童
・
生
徒
に
巡

　
回
時
間
、
コ
ー
ス
等
ア
ン
ケ
ー
ト

　
を
取
っ
て
み
て
は
ど
う
か
。

　（1）
　
後
期
高
齢
者
の
問
題
は
国
レ
ベ

　
ル
で
も
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
上
が

　
っ
て
い
る
が
、
吉
富
町
議
会
、
吉

　
富
町
で
意
見
書
を
出
す
計
画
は
あ

　
る
か
。

（2）
　
吉
富
町
の
老
人
医
療
費
が
か
な

　
り
高
い
。
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー
が

　
中
心
に
な
っ
て
、
も
う
少
し
住
民

　
に
対
し
健
康
に
対
す
る
意
識
、
医

　
療
に
対
す
る
意
識
の
教
宣
活
動
、

　
指
導
を
や
っ
て
も
ら
い
た
い
。

（3）
　
吉
富
町
長
と
し
て
、
後
期
高
齢

　
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

　
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

　
見
直
し
、
廃
止
の
ど
ち
ら
の
考
え

　
か
。

（4）
　
本
町
は
、
福
岡
県
No.1
の
メ
タ
ボ 
　
リ
ッ
ク
人
口
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
保
健
対
策
と
し
て
何
を
ど
う
す
る

　
の
か
。
計
画
を
立
て
て
い
る
か
。

（5）
　
国
民
健
康
保
険
の
赤
字
補
填
に

　
基
金
を
取
崩
し
、
運
営
し
て
い
る

　
と
言
う
が
、
そ
の
基
金
と
は
何
な

　
の
か
。

　
　
国
保
税
率
の
上
限
は
あ
る
の
か
。

　
町
全
体
の
国
保
の
収
入
が
少
な
く

　
な
っ
た
ら
国
保
税
が
上
が
る
の
か
。

（6）
　
乳
幼
児
医
療
制
度
が
平
成
20
年

　
度
よ
り
就
学
前
児
童
ま
で
拡
大
さ

　
れ
て
い
る
が
、
県
内
の
他
の
市
町

　
村
に
比
べ
ど
う
な
の
か
。

（7）
　
間
尾
住
宅
の
駐
車
場
は
造
ら
な

　
い
の
か
。
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

　
横
に
何
台
か
置
く
ス
ペ
ー
ス
は
あ

　
る
が
、
駐
車
場
も
考
え
て
も
ら
わ

　
な
い
と
、
緊
急
の
時
は
車
両
が
通

　
れ
な
い
の
で
は
と
心
配
し
て
い
る
。

（8）
　
吉
富
町
に
安
心
し
て
高
齢
者
を

　
ず
っ
と
預
か
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

　
な
介
護
施
設
が
欲
し
い
。

（9）
　
吉
富
Ｃ
Ｂ
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
は
、

　
55
歳
以
上
か
ら
入
会
で
き
る
。
大

　
工
さ
ん
、
左
官
さ
ん
色
々
な
人
が

　
い
て
、
建
具
、
草
刈
、
植
木
の
剪

　
定
な
ど
を
し
て
い
る
。
ボ
ラ
ン
テ

　
ィ
ア
み
た
い
な
も
の
だ
け
ど
、
健

　
康
増
進
の
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
方

　
が
入
会
し
、
経
験
豊
か
な
知
識
や

　
技
術
等
を
生
か
し
、
事
業
活
動
を

　
し
て
い
る
。
地
域
の
み
な
さ
ん
方

　
も
是
非
参
加
・
入
会
し
て
は
ど
う

　
で
す
か
。

　（1）
　
鈴
熊
山
の
公
園
の
歩
道
の
通
路

　
に
タ
バ
コ
の
吸
殻
を
捨
て
て
い
る
。

　
気
付
い
た
ら
拾
っ
て
は
い
る
が
、

　
回
り
は
火
が
付
く
物
ば
か
り
な
の

　
で
、
全
域
禁
煙
に
し
て
も
ら
い
た

　
い
。
ま
た
、（
発
見
し
た
場
合
の
）

　
通
報
先
は
ど
こ
か
。

（2）
　
ゴ
ミ
等
の
不
法
投
棄
、
犬
、
猫

　
の
糞
に
対
す
る
条
例
（
吉
富
町
ポ

　
イ
捨
て
等
防
止
条
例
）
が
、
今
年

　
４
月
か
ら
施
行
に
な
り
、
感
謝
し

　
て
い
る
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら

　
今
も
マ
ナ
ー
の
悪
い
も
の
が
後
を

　
絶
た
な
い
。
違
反
者
に
は
何
ら
か

　
の
罰
則
が
あ
る
は
ず
。
そ
の
内
容

　
を
具
体
的
に
聞
か
せ
て
も
ら
い
た

　
い
。
広
報
で
も
徹
底
し
て
ほ
し
い
。

（3）
　
町
は
、
昨
年
度
ま
で
生
ゴ
ミ
処

　
理
機
コ
ン
ポ
ス
ト
と
電
気
分
解
式

　
の
処
理
機
の
２
つ
を
助
成
し
て
い

　
た
が
、
今
年
か
ら
コ
ン
ポ
ス
ト
の

　
み
に
な
っ
た
理
由
を
教
え
て
も
ら

　
い
た
い
。
町
の
助
成
制
度
の
実
績

　
を
教
え
て
も
ら
い
た
い
。

（4）
　
家
の
前
に
ゴ
ミ
か
ご
が
あ
る
が
、

　
収
集
さ
れ
な
い
ゴ
ミ
が
あ
る
。
昨

　
年
は
説
明
会
を
開
い
た
が
、
今
後

保
健
・
医
療
・
福
祉
関
係

（
全
体
で
30
件
の
ご
質
問
や
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。
）

行
政
組
織
の
問
題

（
全
体
で
20
件
の
ご
質
問
や
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。
）

防
災
・
防
犯
・
交
通
安
全
の
問
題

（
全
体
で
９
件
の
ご
質
問
や
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。
）

環
境
問
題

（
全
体
で
19
件
の
ご
質
問
や

　
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。
）
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（8）
　
駅
の
駐
車
場
の
管
理
に
つ
い
て
、

　
駐
車
場
内
の
花
壇
に
つ
い
て
は
、

　
吉
富
レ
デ
ィ
ー
ス
の
方
々
が
綺
麗

　
に
し
て
い
る
が
、
土
の
駐
車
場
に

　
つ
い
て
は
、
草
は
生
え
、
雨
が
降

　
れ
ば
水
溜
り
が
で
き
る
。
今
後
の

　
開
発
状
況
に
併
せ
て
（
整
備
す
る
）

　
と
言
っ
て
い
る
が
、
草
刈
等
は
定

　
期
的
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

（9）
　
吉
富
駅
前
開
発
の
完
成
予
定
は

　
い
つ
ご
ろ
か
。
予
算
は
ど
れ
く
ら

　
い
か
。
完
成
予
想
図
は
あ
る
の
か
。

（10）
　
吉
富
海
岸
の
黒
松
、
赤
松
の
植

　
樹
の
件
、
補
助
金
で
実
施
す
る
の

　
か
。

（11）
　
吉
富
町
内
に
は
重
要
な
文
化
財

　
が
多
々
あ
る
と
思
う
が
、
観
光
の

　
誘
致
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

　
の
か
。

　
故
が
起
き
る
前
に
１
日
も
早
く
実

　
現
し
て
も
ら
い
た
い
。

（2）
　
町
の
財
政
が
厳
し
い
折
、
明
ら

　
か
に
無
駄
と
思
わ
れ
る
道
路
が
造

　
ら
れ
て
い
る
が
、
ど
う
い
う
基
準

　
で
計
画
し
造
成
し
て
い
る
の
か
。

　
費
用
対
効
果
は
ど
う
な
っ
て
い
る

　
か
。

（3）
　
安
全
な
道
路
整
備
に
つ
い
て
、

　
中
学
校
の
手
前
の
橋
で
車
が
来
て

　
（
歩
行
者
、
自
転
車
な
ど
と
）
離

　
合
す
る
場
合
も
あ
る
。
事
故
が
起

　
こ
っ
て
か
ら
で
は
遅
い
の
で
、
早

　
急
に
改
良
し
て
頂
き
た
い
。

（4）
　
吉
富
駅
進
入
路
整
備
に
伴
い
、

　
前
川
用
水
路
が
改
修
さ
れ
、
大
分

　
み
ら
い
信
金
の
所
の
農
業
用
水
路

　
の
バ
イ
パ
ス
が
で
き
る
と
の
こ
と

　
で
あ
る
が
、
上
手
く
水
は
流
れ
て

　
ゆ
く
だ
ろ
う
か
。

（5）
　
大
分
県
と
の
県
界
道
路
は
、
何

　
時
ご
ろ
完
成
な
の
か
。
住
民
へ
の

　
安
全
対
策
、
環
境
（
騒
音
、
振
動
、

　
排
ガ
ス
）
対
策
は
ど
の
よ
う
に
計

　
画
し
て
い
る
の
か
。
高
浜
を
通
る

　
と
き
は
、
村
中
で
は
な
く
、
製
薬

　
の
西
側
（
海
岸
沿
い
）
を
通
っ
て

　
も
ら
い
た
い
。

（6）
　
町
は
従
来
実
施
し
て
い
た
春
、

　
秋
の
道
路
及
び
河
川
愛
護
行
事
を

　
変
更
し
た
と
の
事
だ
が
、
ど
の
よ

　
う
に
変
更
し
た
の
か
。
そ
の
理
由

　
は
。
ま
た
、
そ
の
と
き
に
ゴ
ミ
袋

　
の
配
布
は
し
な
い
と
い
う
こ
と
だ

　
が
な
ぜ
か
。

（7）
　
土
屋
の
佐
井
川
（
２
級
河
川
）

　
頭
首
工
の
上
が
流
石
物
で
２
～
３

　
年
前
よ
り
20
～
30
㎝
堆
積
し
て
い

　
る
。
こ
の
た
め
、
梅
雨
時
あ
る
い

　
は
大
雨
時
に
水
位
が
堤
防
を
オ
ー

　
バ
ー
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
福
岡

　
県
土
木
事
務
所
と
早
急
に
調
査
・

　
協
議
し
対
策
を
お
願
い
し
た
い
。

（8）
　
土
屋
橋
か
ら
上
毛
町
方
面
に
行

　
く
堤
防
は
、
道
路
幅
が
狭
い
に
も

　
か
か
わ
ら
ず
車
の
通
行
料
が
多
く
、

　
ス
ピ
ー
ド
を
出
す
。
堤
防
の
草
刈
、

　
歩
行
等
に
危
険
な
た
め
、
福
岡
県

　
土
木
事
務
所
、
豊
前
警
察
署
並
び

　
に
安
全
協
会
と
協
議
し
、
道
路
の

　
拡
幅
工
事
と
道
路
標
識
の
設
置
を

　
お
願
い
し
た
い
。

（9）
　
界
木
地
区
の
ほ
じ
ょ
う
整
備
事

　
業
が
実
施
さ
れ
る
と
な
る
と
大
型

　
車
両
が
通
る
こ
と
と
な
る
。
佐
井

　
川
橋
の
強
度
は
大
丈
夫
か
。
中
学

　
生
の
通
学
路
に
も
な
っ
て
お
り
危

　
険
だ
と
思
う
が
、
架
け
替
え
の
計

　
画
は
な
い
の
か
。

（10） 

佐
井
川
橋
か
ら
下
流
の
両
岸
の

　
堤
防
の
強
化
に
つ
い
て
は
、
な
か

　
な
か
進
ま
な
い
状
況
で
あ
り
、
堤

　
体
か
ら
清
水
が
出
て
い
る
箇
所
も

　
あ
り
、
か
な
り
弱
っ
て
い
る
の
で

　
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
早
急
な

　
対
応
を
お
願
い
す
る
。

　
説
明
会
が
あ
れ
ば
、
欠
席
さ
れ
た

　
方
に
資
料
を
配
布
し
て
、
一
人
で

　
も
周
知
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

　
今
後
は
そ
う
い
う
方
向
で
是
非
お

　
願
い
し
た
い
。

（1）
　
農
業
基
盤
整
備
（
ほ
場
整
備
）

　
に
つ
い
て
、
県
が
仲
介
役
と
な
り

　
企
業
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、
１
企

　
業
を
担
い
手
と
し
て
認
定
し
、
ビ

　
ジ
ネ
ス
を
兼
ね
て
農
家
の
後
継
者

　
に
定
着
さ
せ
れ
ば
、
町
と
し
て
は

　
人
口
増
、
税
収
増
に
も
連
な
る
。

　
　
検
討
の
余
地
は
十
分
あ
る
と
思

　
わ
れ
る
が
。

（2）
　
界
木
地
区
の
基
盤
整
備
事
業
は

　
佐
井
川
の
向
こ
う
側
（
西
側
）
だ

　
と
思
う
が
、
そ
の
後
、
小
犬
丸
地

　
区
に
広
げ
る
こ
と
は
な
い
の
か
。

（3）
　
漁
港
内
・
航
路
が
土
砂
で
埋
ま

　
っ
て
い
る
。
先
日
も
船
が
座
っ
て

　
し
ま
っ
て
全
然
動
け
な
く
な
っ
て

　
し
ま
っ
た
。
結
局
帰
っ
て
来
る
の

　
に
40
分
か
か
っ
た
。
１
日
も
早
い

　
漁
港
内
・
航
路
の
し
ゅ
ん
せ
つ
を

　
お
願
い
し
た
い
。
町
か
ら
要
請
が

　
あ
れ
ば
漁
師
た
ち
で
県
に
陳
情
に

　
行
っ
て
も
よ
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
大
至
急
し
て
も
ら
い
た
い
。

（4）
　
吉
富
漁
港
の
中
・
長
期
的
な
利

　
用
計
画
は
。
ま
た
、
活
性
化
計
画

　
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

（5）
　
昨
年
皇
后
石
の
町
有
地
に
１
社

　
進
出
が
あ
っ
た
が
、
以
降
工
場
誘

　
致
に
関
す
る
情
報
は
全
く
聞
か
れ

　
な
い
。
現
状
は
ど
の
よ
う
に
進
行

　
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
今
後
の

　
見
通
し
と
、
町
民
を
優
先
し
て
雇

　
用
す
る
た
め
の
取
組
は
ど
う
な
っ

　
て
い
る
の
か
。

（6）
　
吉
富
町
進
出
企
業
に
つ
い
て
、

　
経
済
効
果
（
税
収
な
ど
）
は
ど
の

　
よ
う
に
考
え
る
か
。
企
業
の
雇
用

　
効
果
は
。
ま
た
、
実
績
は
。

（7）
　
吉
富
駅
は
現
在
階
段
を
利
用
し

　
て
ホ
ー
ム
に
行
く
し
か
方
法
が
な

　
い
が
、
障
害
者
や
高
齢
者
等
が
利

　
用
し
や
す
い
よ
う
に
Ｊ
Ｒ
に
バ
リ

　
ア
フ
リ
ー
設
備
（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

　
等
）
の
要
請
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

（1）
　
川
食
前
か
ら
広
津
交
差
点
ま
で

　
道
路
拡
張
は
、
地
権
者
と
の
話
し

　
合
い
が
着
い
て
い
る
と
聞
い
た
が
、

　
着
工
は
何
時
頃
に
な
る
の
か
。
事

住
環
境
整
備

（
全
体
で
46
件
の
ご
質
問
や
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。
）

産
業
振
興

（
全
体
で
32
件
の
ご
質
問
や

　
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。
）
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（11）
　
大
雨
が
降
っ
た
と
き
に
ポ
ン
プ

　
で
の
排
水
は
不
可
能
、
遊
水
地
域

　
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
宅
地
化
が
進
む
と
大
雨
の
と
き
遊

　
水
す
る
地
域
が
な
い
。
都
市
計
画

　
を
考
え
る
と
き
、
企
業
誘
致
も
当

　
然
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

　
遊
水
地
域
を
必
ず
確
保
す
る
こ
と

　
を
町
全
域
で
考
え
な
け
れ
ば
い
け

　
な
い
。
防
災
対
策
を
併
せ
て
考
え

　
て
、
計
画
を
立
て
直
し
て
も
ら
い

　
た
い
。

（12）
　
吉
富
町
の
抱
え
る
諸
問
題
へ
の

　
対
応
を
検
討
す
る
た
め
に
は
、
ま

　
ず
10
年
後
を
見
据
え
た
町
づ
く
り

　
（
都
市
計
画
）
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
明

　
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
10
年
後

　
の
吉
富
町
を
ど
ん
な
町
に
す
べ
き

　
な
の
か
。
そ
の
後
の
住
民
の
生
活

　
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

（1）
　
吉
富
町
の
独
自
水
源
は
足
り
て

　
い
る
の
か
。
京
築
水
道
企
業
団
に

　
入
っ
て
お
り
、
伊
良
原
ダ
ム
か
ら

　
の
責
任
水
量
を
取
ら
さ
れ
る
と
思

　
う
が
、
足
り
て
い
る
よ
う
で
あ
れ

　
ば
、
水
道
企
業
団
を
脱
退
し
て
も

　
良
い
の
で
は
と
思
う
。

（2）
　
公
共
下
水
道
事
業
の
進
捗
状
況

　
に
つ
い
て
、
広
報
等
で
も
説
明
し

　
て
も
ら
っ
て
い
る
が
、
当
初
の
計

　
画
と
現
在
ま
で
の
進
捗
状
況
、
今

　
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
説
明
し
て

　
も
ら
い
た
い
。

　
　
今
の
遅
れ
が
こ
れ
く
ら
い
だ
か

　
ら
、
最
終
的
に
は
ど
れ
く
ら
い
か

　
と
い
う
見
通
し
も
立
た
な
い
の
か
。

　
都
市
計
画
の
見
直
し
や
地
勢
の
変

　
化
で
後
ど
れ
く
ら
い
か
か
る
か
を

　
町
で
掴
ん
で
も
ら
わ
な
い
と
困
る
。

（3）
　
合
併
浄
化
槽
の
補
助
金
は
い
く

　
ら
か
。
申
請
者
は
１
０
０
％
受
け

　
ら
れ
る
の
か
。

　
　
国
と
し
て
は
合
併
浄
化
槽
を
重

　
視
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

（4）
　
北
九
州
の
人
か
ら
聞
い
た
こ
と

　
が
あ
る
が
、
水
洗
ト
イ
レ
で
な
い

　
と
売
買
す
る
と
き
の
物
件
価
格
も

　
落
と
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と

　
か
ら
中
津
に
行
こ
う
か
と
言
う
方

　
も
い
る
。
合
併
浄
化
槽
も
全
て
許

　
可
さ
れ
れ
ば
と
思
う
。

（5）
　
下
水
道
工
事
に
つ
い
て
は
、
初

　
め
て
の
こ
と
で
も
あ
る
の
で
非
常

　
に
難
し
い
工
事
で
あ
っ
た
と
は
思

　
う
が
、
平
成
16
、
17
年
か
ら
外
部

　
委
託
を
し
て
そ
れ
か
ら
ス
ピ
ー
ド

　
ア
ッ
プ
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
が

　
現
在
は
ど
う
か
。
是
非
、
外
注
を

　
入
れ
て
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
お
願

　
い
し
た
い
。
そ
れ
が
住
民
サ
ー
ビ

　
ス
に
繋
が
る
の
で
は
。

（1）
　
吉
富
（
町
主
催
）
の
イ
ベ
ン
ト

　
を
減
ら
す
の
は
な
ぜ
か
。

（2）
　
フ
ォ
ー
ユ
ー
会
館
で
催
さ
れ
る

　
町
主
催
の
歌
手
や
芸
能
人
を
招
い

　
て
の
講
演
等
、
町
の
助
成
金
が
大

　
き
い
と
聞
く
が
い
く
ら
位
出
し
て

　
い
る
の
か
。
節
約
す
る
な
ら
回
数

　
も
減
ら
し
て
良
い
の
で
は
な
い
か
。

（3）
　
広
報
よ
し
と
み
に
つ
い
て
、
な

　
ぜ
カ
ラ
ー
を
白
黒
に
し
た
の
か
。

　
子
供
の
写
真
等
は
カ
ラ
ー
が
望
ま

　
し
い
し
、
元
に
戻
せ
な
い
の
か
。

（4）
　
議
会
だ
よ
り
は
カ
ラ
ー
で
あ
る

　
が
、
町
の
広
報
は
白
黒
で
あ
る
。

　
金
額
は
ど
れ
く
ら
い
違
う
の
か
。

　
カ
ラ
ー
で
あ
れ
、
白
黒
で
あ
れ
関

　
心
が
あ
れ
ば
読
む
。

（5）
　
昨
年
４
月
に
県
内
の
小･

中
学

　
校
が
全
国
学
力
調
査
応
用
力
テ
ス

　
ト
を
受
け
た
結
果
が
、
吉
富
町
は

　
小･

中
と
も
ど
う
な
の
か
。
現
状

　
方
策
は
何
か
し
て
い
る
の
か
。

（6）
　
小
・
中
学
校
学
力
向
上
と
い
う

　
と
こ
ろ
で
、
町
費
負
担
講
師
等
の

　
配
置
（
小
学
校
英
語
活
動
講
師
）

　
の
項
目
が
あ
る
が
、
既
に
講
師
を

　
入
れ
て
い
る
の
か
。
そ
の
講
師
は

　
外
国
人
か
。

（7）
　
人
口
１
万
人
を
目
指
す
に
は
、

　
若
い
人
が
町
に
住
む
こ
と
が
必
要

　
条
件
、
教
育
が
一
番
の
問
題
だ
と

　
思
う
。
少
子
化
に
よ
り
中
津
市
内

　
の
高
校
も
統
廃
合
が
予
定
さ
れ
て

　
い
る
が
、
町
か
ら
中
津
市
に
高
校

　
入
学
人
数
の
徹
廃
を
依
頼
し
て
は

　
ど
う
か
。
そ
の
為
に
税
金
が
必
要

　
で
あ
れ
ば
、
中
津
市
に
出
す
こ
と

　
も
考
え
る
べ
き
だ
と
思
う
。

（8）
　
学
校
給
食
は
食
育
の
観
点
か
ら
、

　
自
校
給
食
を
続
け
て
も
ら
い
た
い
。

　
（
民
間
委
託
は
し
な
い
こ
と
）

（9）
　
将
来
の
吉
富
町
の
ま
ち
づ
く
り

　
は
教
育
の
充
実
が
必
要
。
教
育
が

　
人
を
つ
く
り
、
町
を
つ
く
り
、
国

　
を
つ
く
る
と
い
う
の
が
大
原
理
だ

　
と
思
う
。
吉
富
町
の
教
育
委
員
会

　
の
施
策
に
大
い
に
期
待
し
た
い
。

　
幸
い
今
年
度
か
ら
町
独
自
で
指
導

　
主
事
が
誕
生
し
た
。
す
ご
く
良
か

　
っ
た
の
で
は
。
町
教
育
委
員
会
と

　
中
学
校
組
合
教
育
委
員
会
は
別
な

　
の
だ
が
、
運
用
は
小
学
校
だ
け
な

　
の
か
。
中
学
校
に
も
運
用
で
き
な

　
い
か
。

　
　
学
力
向
上
の
た
め
に
は
、
教
員

　
の
指
導
力
確
保
は
欠
か
せ
な
い
の

　
で
は
。
吉
富
小
学
校
、
中
学
校
が

　
ど
ん
な
教
育
課
題
を
も
っ
て
研
修

　
を
し
て
い
る
か
、
町
民
へ
知
ら
せ

　
て
ほ
し
い
。

教
育
問
題

（
全
体
で
23
件
の
ご
質
問
や

　
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。
）

上
下
水
道
事
業

（
全
体
で
21
件
の
ご
質
問
や

　
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。
）
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９
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税
第
３

期
分
の
納
期
で
す
。

　
町
税
は
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ

う
。
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
延
滞
金

も
生
じ
て
き
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
町
税
は
口
座
振
替
で
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
納
め
に
行
く

手
間
が
省
け
、
納
め
忘
れ
の
心
配
も

な
く
、
大
変
便
利
で
す
。

　
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
　
　
　

　
　
　
　
　
　
吉
富
町
役
場
税
務
課

９
月
は
国
民
健
康
保
険
税
の
納
期
で
す

住宅の省エネ改修に伴う固定資産税の減額措置について
　平成20年度地方税法改正により、住宅の省エネ改修工事を行うと固定資産税を減額できる制度ができまし

た。

【対象となる家屋の要件】
　●平成20年1月1日以前に建てられた家屋（賃貸住宅は除く）であること

　●平成20年4月1日から平成22年3月31日までの間に一定の要件を満たす省エネ改修工事を行った家屋

【改修工事の内容】
　次の１と２を満たす工事で、省エネ改修工事に要した費用の合計が30万円以上であること

　１．次の①の工事、又は①と併せて行う②～④の工事

　　　①窓の断熱改修工事（必須工事）

　　　②床の断熱改修工事

　　　③壁の断熱改修工事

　　　④天井の断熱改修工事

　２．改修部位がいずれも現行の省エネ基準に新たに適合すること

【減額の内容】
　工事完了の翌年度　1年度分

　改修を行った家屋の120平方メートル相当分までの固定資産税を3分の1減額します

【申請の方法】
　工事完了日から3か月以内に以下の書類をそろえて税務課に提出してください

　●住宅熱損失防止（省エネ）改修に伴う固定資産税の減額申告書

　●建築士等の発行する熱損失防止改修工事証明書

　●改修工事箇所の図面及び写真（改修前・改修後）

　●工事内容や金額を示す工事明細書及び領収書

【届出・問い合わせ先】税務課　固定資産税係　　２４－１１２５

　10月1日を基準日として、5年に1度の住宅・土地統計調

査が行われます。この調査は住宅・土地に関する最も基本

的な調査で、全国の約350万世帯が対象となります。対象

となったお宅へは、知事が任命した調査員が調査票を持

ってお伺いしますので、ご理解・ご協力をお願いします。

なお、調査内容を統計作成以外の目的に使用することは

一切ありません。

【お問い合わせ】

　役場総務課　　２４－１１２２

平成20年住宅・土地統計調査に
ご協力をお願いします！
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●付加保険料とは

　平成20年度の老齢基礎年金の年金額は、40年間保険料を納めた場合の満額で79万2,100円ですが、老後

により多くの年金を受けたいと考えている方のために、付加年金制度があります。�       

　これは、毎月の国民年金保険料（平成20年度は1万4,410円）に、付加保険料を上乗せして納付すると、

付加年金が老齢基礎年金に上乗せして支給されるしくみです。�       

　厚生年金などの被用者年金制度に加入している方は報酬によって保険料や給付額が増減しますが、自営

業者やフリーで仕事をしている方など第１号被保険者の場合は、保険料と給付（老齢基礎年金）額が定額

になっています。

　将来の生活設計に合わせて上乗せの年金を考えている第１号被保険者の方のためには、付加年金のほか

にも、公的な年金制度である国民年金基金、個人型確定拠出年金、農業者が加入できる農業者年金の制度

があります。�

　これら上乗せ制度の保険料は、国民年金保険料と同じく全額が社会保険料控除の対象となります。

●付加保険料の額は定額

　付加保険料の額は１か月400円です。付加保険料を納付できるのは、国民年金の第１号被保険者または

任意加入被保険者の方です。

　保険料の免除または納付猶予を受けている方や国民年金基金に加入している方は、付加保険料を納める

ことはできません。一方、農業者年金の加入者の方は、必ず付加保険料を納付することになっています。

●付加年金額は

　付加年金額の計算は、次のとおりです。年金額＝200円×付加保険料納付月数（65歳から老齢基礎年金

を受給する場合）�       

　つまり、保険料月額400円に対して年金額は200円ですから、１年間付加保険料を納付した場合、65歳か

ら年金を受けるとして、２年間で付加保険料相当分の年金を受け取ることができる計算になります。

　なお、付加年金は、老齢基礎年金の受給権を得た月の翌月から支給されます。老齢基礎年金を65歳より

前に繰上げ受給または66歳より後に繰下げ受給する場合には、付加年金額も老齢基礎年金の減額率・増額

率に応じて減額・増額されます。�       

　付加保険料の納付手続きについて、くわしくは最寄りの社会保険事務所にお問い合わせください。�       

　また、国民年金基金の加入については、各都道府県に１か所設置されている地域型国民年金基金か、25

の業種別に設立されている職能型国民年金基金にお問い合わせください。�       

※社会保険事務所については社会保険庁のホームページを参照　　http://www.sia.go.jp/

※地域型・職能型国民年金基金については、国民年金基金のホームページを参照

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　http://www.npfa.or.jp/ 

国民年金からのお知らせ

付加保険料を納付しませんか

　福岡県では、防犯団体の皆さんが抱える資金不足、参加者不足、活動のマンネリ化などの課題を解決

し、防犯活動を一層拡充し、安全・安心まちづくりを推進するため、地域の皆さんからの要請に基づき、

優れたノウハウや専門知識を有する「アドバイザー」を派遣しています。ぜひご活用ください。

【問い合わせ】　福岡県新社会推進部生活安全課

　　　　　　　　092-643-3124　ホームページ http://www.bousai.pref.fukuoka.jp/anan/

安全・安心まちづくりアドバイザーを派遣します
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「家（うち）」の中からはじめよう。
「うちエコ！」ライフ！
「家（うち）」の中からはじめよう。
「うちエコ！」ライフ！
「家（うち）」の中からはじめよう。
「うちエコ！」ライフ！

　地球温暖化を防ぐため、様々な取り組みが行われています。�
　皆様の各家庭においても、地球温暖化を防ぐために、CO2排出量削減に向けた取り組みとして、「家（うち）」の
中から出来る温暖化対策「うちエコ！」を、できるところから始めてみましょう。

冷房の温度を１℃高く、暖房の温度を１℃低く設定する。

　　　 年間約33㎏のCO2の削減、年間で約1，800円の節約1 ���

週2日往復8㎞の車の運転をやめる。

　　　 年間約184㎏のCO2の削減、年間で約14，500円の節約2 ���

1日5分のアイドリングストップを行なう

　　　 年間約39㎏のCO2の削減、年間で約2，900円の節約3 ���

電気製品の主電源をこまめに切り、待機電力を50％削減する。

　　　 年間約60㎏のCO2の削減、年間で約3，400円の節約4 ���

電気ポットや電子ジャーの保温を止める。

　　　 年間約34㎏のCO2の削減、年間で約1，900円の節約5 ���

マイバッグを利用し、省包装の野菜を選ぶ。

　　　 年間約58㎏のCO2の削減、資源の節約6 ���
家族が同じ部屋で団らんし、暖房と照明の利用を2割減らす

　　　 年間約238㎏のCO2の削減、年間で約10，400円の節約7 ���

テレビ番組を選び、１日１時間テレビ利用を減らす。

　　　 年間約14㎏のCO2の削減、年間で約800円の節約8 ���

住民課

各
家
庭
で
で
き
る
取
り
組
み

子どもの人権110番強化週間「法テラスの弁護士による無料
法律相談所」の開設について 　9月8日（月曜日）から9月14日（日曜日）までの1週間

は「子どもの人権110番強化週間」として、「いじめ」や
体罰、不登校や子どもの虐待など、子どもに関する人
権問題のご相談を受け付ける相談電話を設置します。
　時間は、9月8日から12日までは、午前8時30分から午
後７時まで、9月13日・14日は、午前10時から午後5時ま
でです。

　電話番号は、 0120-００７-１１０ です。
　ＩＰ電話からは接続できませんので、092-715-6112
へお電話ください。�       

　法務局職員と人権擁護委員が無料で相談に応じま
す。秘密は厳守されますので、ひとりで悩まず、ぜひお
気軽にお電話ください。

　「子どもの人権110番」では、強化週間以外でも子ど
もの人権に関するご相談を、土日祝日を除く毎日午前
8時30分から午後5時15分まで（時間外及び土日祝日は
留守番電話対応）受け付けています。
　福岡 :０１２０-００７-１１０（フリーダイヤル）�

福岡法務局・福岡県人権擁護委員連合会

●相 談 日　毎月　第一、第三火曜日

●場　　所　福岡法務局行橋支局　相談室
　　　　　　住所/行橋市大橋2丁目22番10号

●予約方法　相談日前日のみの予約となります。
　　　　　　時間/相談日前日の午前9時～午後5時15分　
　　　　　　　　　　　　　　（時報とともに受付開始）
　　　　　　方法/電話による受付のみ
　　　　　　定員/先着６名様（定員になり次第締切）
　　　　　　※前日が祝日の場合は、前週の金曜日

●相談時間　午後1時～午後4時（1人30分）

●相談内容　法律問題全般

●利用の条件
　相談は、法律扶助の趣旨により、「収入の少ない方」が対象
　になります。
　なお、賞与も含んだ月収（手取り）の目安は次のとおりです。

単身者

2人家族

3人家族

4人家族

18万2千円以下

月収（手取り）

25万1千円以下

27万2千円以下

29万9千円以下

※これを上回る場合でも、
　家賃、住宅ローン、医療費
　などの出費がある場合は
　考慮されます。

【申込・問合せ】
福岡法務局行橋支局　総務係　　0930‐22‐0476
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吉富町病児・病後児保育事業を
　この事業は、病気中・病気の回復期で集団生活等が困難な場合に「一時預

かり保育」を行うもので、保護者の「子育てと就労等の両立」を支援し、児童

の健全な育成と資質の向上に寄与することを目的として、平成19年4月か

ら東病院付設の病児保育ラビットにて行っています。

●対象者　生後３ヶ月から小学校３年生までの児童

※現在、小学校に通われているお子さんで、以前吉富町病児・病
後児保育事業に登録されていた方については、再度登録の必
要がありますので、ご利用される場合は役場健康福祉課にて
手続きをして下さい。

【問合せ先】
健康福祉課　　２４－１１２３

ご存知
ですか

後期高齢者医療制度の保険料に係る
社会保険料控除についてお知らせ

　本年４月から実施されている後期高齢者医療制度において、原則として保険料が年金から天引き（特別

徴収）されています。この場合、その保険料を支払った年金の受給者に所得税・個人住民税の社会保険料控

除が適用されます。

　尚、ご希望により保険料の特別徴収を中止し、被保険者の世帯主又は配偶者名義の口座振替によって保

険料を納付する手続きをされた場合は、世帯主又は配偶者に社会保険料控除が適用されます。

【問合せ先】　健康福祉課　　２４－１１２３

＊障害者相談会を実施します＊
　吉富町では、障害（身体・知的・精神）をお持ちの方やそのご家族の悩み・不安等についての相談を随時受

け付けています。

　さらに、9月から月1回の相談会を実施します。

　相談支援専門員と1対1で、日頃からの悩み等について、話をしてみませんか？

　●日　　程　毎月第四木曜日　13：30～16：00（第1回目は9月25日　13：30～16：00）

　●場　　所　吉富あいあいセンター　相談室（事務室横）

　●相談受付　障がい者相談支援センター　みらい

　※日程等は月によって変更となることもあります。毎月実施前に、町内防災無線で放送するので、注意
　　して聴いてください。

　※人数等により、待ち時間が長くなることがありますので、ご了承ください。

【問合せ先】　健康福祉課　　24-1123　　障がい者相談支援センター みらい　　83-0351
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�

　
今
回
は
、
こ
れ
か
ら
発
注
が
予
定

さ
れ
て
い
る
下
水
道
工
事
に
つ
い
て

の
お
知
ら
せ
で
す
。

　
そ
の
箇
所
を
地
図
に
記
載
し
ま
し

た
の
で
、
ご
覧
下
さ
い
。

　
現
在
の
と
こ
ろ
、
六
箇
所
（
①
～

⑥
）
で
の
工
事
を
実
施
す
る
計
画
で

事
務
的
な
手
続
き
を
進
め
て
お
り
ま

す
。
そ
れ
で
は
、
各
工
事
の
内
容
を

簡
単
に
説
明
い
た
し
ま
す
。

〈
①
の
工
事
〉

　
こ
の
工
事
は
、
広
津
上
区
に
お
い

て
、
一
号
汚
水
幹
線
管
渠
等
の
布
設

を
お
こ
な
う
も
の
で
、
ま
ず
深
い
位

置
に
推
進
工
法
で
、
次
に
各
家
庭
か

ら
の
汚
水
を
取
り
込
む
た
め
比
較
的

浅
い
位
置
に
開
削
工
法
で
、
下
水
管

渠
を
布
設
す
る
も
の
で
す
。

〈
②
の
工
事
〉

　
こ
の
工
事
は
、
直
江
区
に
お
い
て

二
号
汚
水
幹
線
管
渠
等
の
布
設
を
①

の
工
事
と
同
様
に
推
進
工
法
と
開
削

工
法
で
、
お
こ
な
う
も
の
で
す
。

〈
③
の
工
事
〉

　
こ
の
工
事
は
、
昭
和
区
に
お
い
て

面
整
備
管
渠
の
布
設
を
開
削
工
法
で

お
こ
な
う
も
の
で
す
。

〈
④
・
⑥
の
工
事
〉

　
こ
の
工
事
は
、
小
犬
丸
上
及
び
下

区
に
お
い
て
、
面
整
備
管
渠
の
布
設

を
開
削
工
法
で
お
こ
な
う
も
の
で
す
。

〈
⑤
の
工
事
〉

　
こ
の
工
事
は
、
喜
連
島
下
区
に
お

い
て
、
面
整
備
管
渠
の
布
設
を
開
削

工
法
で
お
こ
な
う
も
の
で
す
。

　
①
及
び
②
の
工
事
で
は
県
道
部
分

に
限
っ
て
は
片
側
交
互
通
行
が
可
能

で
す
が
、
①
～
⑥
の
い
ず
れ
の
工
事

も
町
道
部
分
で
は
、
幅
員
が
狭
い
箇

所
で
の
施
工
と
な
る
た
め
、
作
業
時

間
帯
は
原
則
と
し
て
四
輪
車
両
通
行

止
め
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
下
水
道
の
工
事
に
と
も
な
い

上
水
道
配
水
管
の
仮
設
や
布
設
替
え

の
工
事
も
お
こ
な
う
予
定
で
す
。

　
そ
こ
で
、
工
事
の
着
手
前
に
付
近

住
民
の
方
々
を
対
象
に

●
工
事
中
の
道
路
通
行
規
制

●
事
前
の
家
屋
調
査
や
井
戸
水
調
査

　
の
協
力
依
頼

●
公
共
下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う

　
に
な
る
と
生
ず
る
個
人
負
担
内
容

な
ど
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で

皆
さ
ま
の
出
席
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

※
そ
の
日
程
に
つ
き
ま
し
て
は
地
元

　
自
治
会
長
さ
ん
と
協
議
の
う
え
通

　
知
又
は
回
覧
な
ど
で
お
知
ら
せ
し

　
ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
わ
や
か
な
く
ら
し
を
あ
な
た
に

下
水
道
だ
よ
り

下
水
道
だ
よ
り
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　今月号では、吉富町が定める都市計画決定などの手続きについて掲載いたします。
　都市計画は、地域住民の生活に及ぼす影響が極めて大きいことから、住民の皆さんの意見を反
映させるための手段として、次のような手続きを行います。

　その他都市計画に関して疑問や質問などがある場合は、吉富町役場産業建設課（　２４‐４０７３）まで
お問い合わせください。

福
岡
県
知
事
と
の
協
議

福

岡

県

知

事

の

同

意

都
市
計
画
の
案
の
作
成

吉
富
町
都
市
計
画
審
議
会

都

市

計

画

の

決

定

告

示

縦

覧

都
市
計
画
の
案
の
公
告
・

縦
覧
（
２
週
間

）

意

見

の

提

出

（

縦

覧

期

間

中

）

公
聴
会
の
開
催
等
に
よ
る

住
民
意
見
の
反
映

《公聴会とは？》
　都市計画の案を作成しようとする場合において必要があると認
めるときは、公聴会の開催等、住民の皆さんの意見を反映させるた
めに必要な措置を講ずることとされています。

《都市計画の案の縦覧とは？》
　都市計画を決定しようとするときは、あらかじめ、その旨を公告
し、当該都市計画の案を、当該都市計画を決定しようとする理由を
記載した書面を添えて、公告の日から２週間公衆の縦覧に供しな
ければなりません。この場合、関係市町村の住民及び利害関係人は、
縦覧期間満了の日までに、縦覧に供された都市計画の案について、
意見書を提出することができます。

　７月20日（日）午前６時から２時間程度、吉富海岸及び吉富漁港で、ボランティア等による清掃活
動が行われました。参加者は「きれいな環境を取り戻し、子ども達に美しい自然を残していきたいと
考える」一般のボランティアの方をはじめ、吉富漁業協同組合、吉富町議会議員、築上東部建設組合、
遊漁船所有者、福岡県豊前土木事務所、吉富町役場、総勢141名でした。参加者の清掃活動により、ペ
ットボトルや空缶等のゴミが4tゴミ回収ボックス３箱分回収できました。皆様方猛暑の中の作業、
本当にお疲れ様でした。

７月20日海岸清掃活動のお礼について

要旨
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平
成
20
年
８
月
２
日
、
篠
田
正
浩

さ
ん
が
吉
富
町
を
訪
れ
、
八
幡
古
表

神
社
で
４
年
に
１
度
開
催
さ
れ
る
「
細

男
舞
・
神
相
撲
」
（
国
指
定
重
要
文

化
財
）
を
ご
覧
に
な
り
ま
し
た
。
と

り
わ
け
、
神
相
撲
で
の
住
吉
大
神
の

大
活
躍
に
は
身
を
乗
り
出
し
、
熱
心

に
鑑
賞
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
細
男
舞
・
神
相
撲
に
つ
い
て
は
、

「
本
年
２
月
の
訪
問
で
興
味
が
深
ま

り
、
開
催
当
日
に
は
再
び
訪
れ
た
い

と
考
え
て
い
た
。
芸
能
の
源
流
に
強

い
関
心
が
あ
り
、
『
細
男
舞
・
神
相

撲
』
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
と
て
も

楽
し
か
っ
た
。
地
域
で
大
切
に
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
よ
く
分
か
っ
た
。
」

と
の
こ
と
で
し
た
。

　
篠
田
さ
ん
は
、「
ス
パ
イ
ゾ
ル
ゲ
」

を
発
表
の
後
、
映
画
監
督
引
退
を
公

言
、
現
在
は
大
学
特
命
教
授
と
し
て

後
進
の
育
成
、
研
究
活
動
で
ご
活
躍

さ
れ
て
い
ま
す
。

吉
富
小
学
校
受
水
槽
改
修
工
事

　
工
事
価
格

　
　
　
　
２
，
８
８
６
，
４
５
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　(

有)

恒
広
設
備

　
吉
富
町
体
育
館
で
、
７
月
27
日
(日)
、

吉
富
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

主
催
の
「
第
７
回
　
吉
富
町
子
ど
も

会
　
玉
入
れ
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　 

主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
高
学
年
】

　
優
　
勝
　
高
浜
キ
ッ
ズ
Ａ
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
浜
）

　
準
優
勝�

和
井
田
Ａ
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
和
井
田
）

�

　
３
　
位
　
玉
入
れ
隊
１
組
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
犬
丸
下
）

　
３
　
位
　
ホ
ワ
イ
ト
タ
イ
ガ
ー
　

　
　
　
　
　
チ
ー
ム
　
（
喜
連
島
）

【
低
学
年
】

　
優
　
勝
　
玉
入
れ
隊
２
組
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
犬
丸
下
）

　
準
優
勝
　
広
津
キ
ッ
ズ
ジ
ュ
ニ
ア

　
　
　
　
　
チ
ー
ム
　
（
広
津
上
）� 

　
３
　
位
　
和
井
田
Ｂ
チ
ー
ム
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
和
井
田
）

　
３
　
位
　
楡
生
Ｃ
チ
ー
ム
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
楡
生
）� 

吉
富
町
子
ど
も
会 

玉
入
れ
大
会 

結
果
報
告

吉
富
町
子
ど
も
会 

玉
入
れ
大
会 

結
果
報
告

吉
富
町
子
ど
も
会 

玉
入
れ
大
会 

結
果
報
告

工
事
入
札

結
果
工
事
入
札

結
果
工
事
入
札

結
果

わがまち・ふるさと
トピックス
わがまち・ふるさと
トピックス

篠
田
正
浩
さ
ん
が

八
幡
古
表
神
社
を

再
訪
問
！

フォーユー会館催し物ご案内
日付

9/6

催  し  物

カラオケティファニー
歌まつり

 《特別ゲスト》
夏木綾子、西尾夕紀
宮嶋希（東京グラス）

時　間 入場料

土

○開場/
　  9：00

○開演/
　  9：30

1,000円

《問い合わせ先》 

ティファニー

　24-5240

9/21 第１回　よつ葉会
カラオケ発表会日

○開場/
　  9：30

○開演/
　10：00

無料
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８
月
６
・
７
日
に
、
群
馬
県
前
橋

市
で
行
わ
れ
た
第
32
回
全
国
高
等
学

校
総
合
文
化
祭
将
棋
部
門
に
お
い
て
、

若
山
彩
さ
ん
（
小
祝
）
が
主
将
を
務

め
る
青
豊
高
校
が
、
女
子
団
体
の
部

に
お
い
て
、
第
３
位
と
な
り
ま
し
た
。

第
32
回

全
国
高
等
学
校

総

合

文

化

祭

第
32
回

全
国
高
等
学
校

総

合

文

化

祭

第
32
回

全
国
高
等
学
校

総

合

文

化

祭

（
小
祝
・
青
豊
高
校
３
年
生
）

将
棋
部
門
（
群
馬
大
会
）

第
３
位
　
若
山
　
彩  

さ
ん

《築上郡中体連大会》

　〇野球部　　　　　　　優　勝

　〇サッカー部　　　　　優　勝

　〇卓球部

　　　　　男子団体　　　優　勝

　　　　　男子個人　　　３　位　（江渕綾太）

　〇ソフトテニス部

　　　　　男子団体　　　優　勝

　　　　　女子団体　　　優　勝

　　　　　男子個人　　　優　勝　（梶原･新組）

　　　　　　　　　　　　２　位　（今津･丸石組）

　　　　　女子個人　　　２　位　（山本･尾道組）

　〇バスケットボール部

　　　　　男子　　　　　優　勝

　　　　　女子　　　　　２　位

　〇バレーボール部　　　２　位

　〇剣道部

　　　　　女子団体　　　２　位

　　　　　女子共通個人　優　勝　（村上千佳）

　　　　　２年男子個人　２　位　（川津紀信）

　上記各部、個人は京築地区大会に出場しました。

《福岡県中体連大会》

　〇柔道女子個人

　　　　　　－63㎏　３　位　西岡　樹里

《京築地区中体連大会》

　〇野球部　　　　　ベスト４

　〇サッカー部　　　ベスト４

　〇卓球部

　　　　　男子団体　２　位（県大会出場）

　〇ソフトテニス部

　　　　　男子団体　優　勝（県大会出場）

　　　　　女子団体　１回戦惜敗

　　　　　男子個人　優　勝　今津・丸石組（県大会出場）

　　　　　女子個人　４　位　山本・尾道組　

　〇バスケットボール部

　　　　　男子　　　１回戦惜敗

　　　　　女子　　　１回戦惜敗

　〇バレーボール部　３　位

　〇剣道部

　　　　　女子団体　ベスト４

　〇柔道部

　　　　　男子団体　優　勝（県大会出場）

　　　　　女子団体　優　勝（県大会出場）

　　　　　男子個人

　　　　　　－55㎏　２　位　穴井　隆太

　　　　　　－60㎏　優　勝　乙女　慎吾（県大会出場）

　　　　　　－73㎏　優　勝　松田　浩志（県大会出場）

　　　　　　－81㎏　優　勝　古曽尾克也（県大会出場）

　　　　　　－90㎏　優　勝　加久　雄太（県大会出場）

　　　　　　＋90㎏　優　勝　嶌田　勝斗（県大会出場）

　　　　　　－66㎏　　　　　大秋　涼介（県大会出場）

　　　　　女子個人

　　　　　　－48㎏　優　勝　廣岡　奈 （々県大会出場）

　　　　　　－44㎏　　　　　乙女　未来（県大会出場）

　　　　　　－63㎏　　　　　西岡　樹里（県大会出場）

　〇水泳

　　　　女子100ｍ・200ｍ背泳ぎ

　　　　　　　　　　 優　勝　熊谷なつき（県大会出場）

　７月６日から８月２日にかけて、中学校体育連盟主催の各部活動夏季大会が行われました。吉富中学校の仲間た
ちは、これまでの努力の成果を大いに発揮し，どの部も大活躍しました。
　各大会の結果は、次のとおりです。

〇吹奏楽部（7月27日）

　　北九州吹奏楽コンクール

　　銅賞獲得
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行
橋
調
停
協
会
で
は
、
次
の
と
お

り
無
料
調
停
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

の
で
、
ご
遠
慮
な
く
相
談
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
（
予
約
は
不
要
で
す
。
）

　
な
お
、
相
談
は
無
料
で
、
相
談
事

項
は
秘
密
厳
守
し
ま
す
。

▼
日
時
　
平
成
20
年
９
月
16
日
（火）

　
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

▼
場
所
　
福
岡
県
豊
前
市
大
字
八
屋

　
２
０
１
１
‐
２
「
豊
前
市
民
会
館
」

　
　
０
９
７
９
‐
８
２
‐
２
７
０
５

▼
相
談
事
項

　
☆
金
銭
問
題
　
☆
離
婚

　
☆
交
通
事
故
　
☆
相
続

　
☆
土
地
・
家
屋
問
題

　
☆
家
庭
問
題
の
調
停

　
☆
サ
ラ
金
問
題

　
☆
そ
の
他
一
切
の
調
停
相
談

▼
問
合
せ
先
　
福
岡
地
方
・
家
庭
裁

　
判
所
行
橋
支
部
内
　
行
橋
調
停
協

　
会
　
行
橋
市
行
事
１
丁
目
８
番
23
号
　

　
　
０
９
３
０
‐
２
２
‐
０
０
３
５

無
料
調
停
相
談
会

の
お
知
ら
せ

お知
らせ

休
日
相
談
医
案
内

休
日
相
談
医
案
内

休
日
相
談
医
案
内

月
・
日

住
　
所

病

医

院

名

月
・
日

住
　
所

病

医

院

名

豊
築
休
日
急
患
セ
ン
タ
ー

　
　
　
８
２
・
８
８
２
０

内
科
・
小
児
科

（
９
時
～
22
時

　
受
付
は
21
時
30
分
ま
で
）

歯
　
科

　
　
（
９
時
～
17
時
30
分
）

日
曜
日

祝
　
日

豊
前
市

荒
　
堀

〃

豊
後
町

縄

田

内

科

9�
・
15

牛
　
神

宮

田

内

科

〃

中
央
町

田

縁

ク

リ

ニ

ッ

ク

9�
・
21

三
毛
門

重
岡
胃
腸
科
外
科
医
院

〃

上
宮
永

内

尾

整

形

外

科

9
・
23

築
上
町

宮

部

病

院

9�
・
7

築
上
町

田

中

医

院

〃

八
　
屋

ぶ
ぜ
ん
眼
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

〃

豊
田
町

ふ
る
か
わ
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

〃

新
魚
町

西

内

科

〃

中
央
町

宮

本

整

形

外

科

〃

栄
　
町

久

持

ク

リ

ニ

ッ

ク

9�
・
14

赤
　
熊

く
ろ
つ
ち
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

9
・
28

上
毛
町

福

田

医

院

〃

沖
代
町

末

廣

医

院

〃

久
　
松

と
も
お
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク

〃

下
池
永

サ
ン
タ
マ
リ
ア
脳
神
経
外
科

〃

沖
代
町

末

宗

内

科

9�
・
15

築
上
町

椎

田

病

院

〃

殿
　
町

南
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

〃

上
毛
町

上
毛
町
国
民
健
康
保
険
直
営
診
療
所

◆対 象 者　吉富町在住の20歳以上の方
　　　　　　（以前受講した方についても申込みできますが、定

員を超す場合は初めて受講する方を優先させてい
ただきます。）

　　　　　　※ワープロ等の文字入力ができる方

◆講　　座　簡単な文章を作ってみませんか？　～Word編～

◆講座内容　Word(ワード)を使って、簡単な文章の作成や書式設
定の基本、編集･レイアウト作業などに関する講座を
行います

◆開催日時　9月18日（木）・19日（金）
　　　　　　午後１時30分～午後３時30分（1日２時間の2日間）

◆申し込み受付期間
　　　　　　9月3日（水）から9月12日（金）
　　　　　　午前８時30分から午後５時15分まで
　　　　　　　　　　　　　　　　　（ただし、土日祝日は除く）

◆場　　所　吉富フォーユー会館 ３階 パソコン教室

◆定　　員　20名
　　　　　　（先着順とします。最小催行人数5名）

◆受 講 料　無料（ただし、テキスト代として200円必要となりま
す。）

◆申し込み　吉富町教育委員会（吉富フォーユー会館内）
　　　　　　吉富フォーユー会館窓口にてお申し込みください。

都合で申し込みに来られない方は、電話受付をいた
します。

◆問い合せ　吉富町教育委員会　　22‐1944

パソコンに触れてみよう! 
生涯学習講座「パソコン教室」の
受講生を募集します。

◆サウスポイント　　よしもとばなな
◆親の品格　　　　　　坂東真理子
◆ジョイ！　　　　　　江國香織　他
◆傀儡　　　　　　　　坂東眞砂子
◆棟居刑事の使命の条件
　　　　　　　　　　　　森村誠一

◆世界一短いペットへの手紙
◆自然は楽しい！野外生活雑学図鑑
◆部屋とＹシャツとうさぎ
　　　　　　　　　　　　紺野修

◆セミくんいよいよこんやです
　　　　　　　　　　　　工藤ノリコ

◆まんげつのよるに　木村裕一
　　　　　　　　　　　　　　　　　など

その他にも新刊を入荷しております。
今後も続々と新刊を入荷する予定です。
リクエストがあればお気軽にどうぞ。
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生涯学習講座受講者募集のお知らせ
　吉富町教育委員会では、町民の皆様に生涯学習のきっかけとなる学習の場を提供するために、下記のとおり
平成20年度後期講座を開設いたします。２講座とも初級者向けの講座です。お気軽にお申し込みください。

記

　１）対 象 者　町内にお住まいの方（全日程を受講できる予定の方）�   

　２）目　　的　基礎的・基本的な知識や技能を身に付ける学習を行い、受講が発展的な学習への動機付けと
なることを目的とします。� 

　３）受講料等　受講料は無料。ただし、講座によっては材料費等が個人負担となります。

　４）申込方法　吉富フォーユー会館に直接来館の上、申込書に記入してください。個人での申し込みをお願
いします。代理での申し込みは１名までとします。
※電話での受付はいたしませんので、ご注意ください。

　５）申込期間　平成20年９月８日（月）～９月17日（水)　※土日祝は除く
　　　　　　　 講座ごとに、定員になり次第、申し込みは締め切らせていただきます。

　６）最少催行人数　各講座とも定員の半数以上とします。� 
  　　　　　　　　※最少催行人数に満たないときは、講座が開設できない旨、連絡いたします。

　７）講座案内　フォーユー会館に講座案内を掲示します。� 
※開催日は講師の都合等により変更になる場合があります。

 
《書道講座》　（10月～２月 後期 ）※内容は前期と同じです。� 
　　　　　　◆内　容　1回が2時間です。「かな」と「漢字」をそれぞれ1時間ずつ、基礎的・基本的な内容につ　
　　　　　　　　　　いて学習します。「かな」と「漢字」の基礎・基本を身に付けることを目標とします。� 
　　　　　　◆開催日　第１週、第３週　金曜日　　13:30～15:30　　　　　�
  　　　　　（※　前期を受講した方も申し込みはできますが、初めての方を優先します。）� 

《布　　花》　（10月～２月）� 
　　　　　　◆内　容　布花の基礎を学びながら、染色から仕上げまでを行い、作品を作り上げていきます。
　　　　　　　　　　　初歩的な作品が作れるようになることを目標とします。�
　　　　　　◆開催日　第２週、第４週　水曜日　　10:00～13:00

海外ボランティア 募　集　分　野 派　遣　国

①青年海外協力隊 農林水産、加工、保守操作、土木建築、保健衛生、

教育文化、スポーツ、計画・行政の８部門、

約120職種【募集人員約1400名】

アジア、アフリカ、

中南米、大洋州、

中近東、計約80カ国

②日系社会青年

　ボランティア

教育文化、保健衛生、福祉分野を中心に約10職種、日

本語教育分野が大半【募集人員約40名】

中南米地域の日系団体

③シニア海外

　ボランティア

計画・行政、公共・公益事業、農林水産、鉱工業、

エネルギー、商業・観光、人的資源、保健・医療、

社会福祉、その他【募集人員約500名】

アジア、アフリカ、

中南米、大洋州、

中近東、計約50カ国

④日系社会シニア・

　ボランティア

保健・医療、社会福祉、農業、人的資源、その他（日

本語教育）【募集人員約25名】

中南米地域の日系団体

JICA「海外ボランティア」を募集します！
独立行政法人国際協力機構（JICA）では、平成20年度秋募集として、以下４項目の「海外ボランティア」を募集し
ます。

○募集期間　2008年10月1日（水）～11月10日（月）

○応募資格　①②満20歳から満39歳（11/10現在）までの日本国籍を持つ方

　　　　　　③④満40歳から満69歳（11/10現在）までの日本国籍を持つ方

○派遣期間　1年間または2年間

★詳しくはJICAホームページへ：http://www.jica.go.jp

【問合わせ先】　JICA九州（北九州市八幡東区）　　093-671-8349
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東
　
　
洋
子

い
つ
来
て
も
色
と
り
ど
り
の
花
に
埋

ま
る
墓
地
に
薩
摩
の
歴
史
偲
ば
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
向
野
　
朝
香

始
め
て
の
キ
リ
ス
ト
教
の
葬
儀
に
て

皆
に
合
は
せ
て
賛
美
歌
を
唄
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
多
恵
子

間
引
き
た
る
二
葉
は
か
す
か
に
大
根

の
香
放
て
り
籠
を
う
め
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
井
真
理
子

予
約
の
時
間
と
っ
く
に
過
ぎ
て
も
未

だ
呼
ば
れ
ず
待
合
室
の
テ
レ
ビ
見
飽

き
ぬ

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
田
　
正
子

溢
れ
ゐ
し
水
屋
の
器
を
棄
て
た
り
き

陶
芸
教
室
の
粘
土
捏
ね
を
り

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　
　
　 

花
畑

フ
サ
子

震
度
３
に
驚
き
ゐ
し
が
６
と
聞
き
そ

の
心
情
は
計
り
知
れ
ざ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
林
壽
美
子

夜
更
か
し
の
朝
寝
ぼ
う
は
常
に
し
て

一
人
ぐ
ら
し
の
自
在
に
八
十
路

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
ト
ヨ
子

す
る
こ
と
は
山
程
あ
れ
ど
病
む
身
に

は
人
の
情
け
に
唯
々
感
謝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
原
　
　
猛

寄
り
行
け
ば
犬
は
尾
を
振
り
飛
び
付

き
て
吾
が
顔
舐
む
る
「
キ
ス
」
の
つ

も
り
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
山
　
武
子

短
歌
会
み
ん
な
の
歌
に
感
動
し
一
年

生
我
は
つ
と
に
は
げ
ま
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
澤
　
忠
義

そ
の
昔
無
縁
佛
と
な
り
に
け
る
韓
国

の
男
に
花
を
手
向
け
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
原
ト
シ
ヱ

窓
辺
な
る
さ
庭
の
あ
ぢ
さ
い
咲
き
盛

り
色
移
り
つ
つ
朝
の
陽
に
照
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
鶴
子

卒
業
と
入
学
式
に
招
か
れ
ぬ
半
世
紀

前
の
過
ぎ
し
日
を
偲
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
延
子

薄
日
さ
す
梅
雨
の
晴
れ
間
は
何
処
で

も
物
干
し
竿
の
賑
は
ひ
を
見
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
坐
　
新
子

初
盆
に
供
ふ
ご
と
く
に
青
々
と
甥
の

育
て
し
稲
田
の
光
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
　
　
紀
子

お
ら
び
合
ふ
声
も
聞
か
ず
に
裏
の
田

は
早
も
一
面
早
苗
田
と
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
渡
　
築
川

こ
の
指
に
止
ま
れ
と
呼
ぶ
子
集
ま
る

子
な
く
て
団
地
も
人
も
老
い
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
頭
ミ
キ
子

マ
ン
ゴ
ー
の
色
香
に
酔
う
て
知
事
に

会
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
石
キ
ヌ
ヱ

梅
雨
深
し
水
琴
窟
の
茶
室
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
　
　
幸

夏
木
立
野
鳥
家
族
の
住
ま
い
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸
谷
　
清
子

朝
露
の
光
る
田
圃
の
試
歩
の
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
川
ハ
ナ
ヱ

息
絶
え
し
如
く
二
人
の
大
晝
寝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
家
ト
シ
子

丹
精
の
斉
庭
に
半
夏
生
草
の
白

　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
　
収

枝
豆
や
父
つ
つ
が
な
や
聞
く
忰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
美
津
子

秘
め
ご
と
の
一
つ
や
二
つ
花
茗
荷

                 

　
　
　 

猫
田

加
代
子

亡
き
父
の
形
見
甚
平
着
る
息
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
て
る
代

梅
雨
寵
る
一
日
パ
ズ
ル
を
解
き
し
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
原
シ
ズ
子

大
輪
の
紫
陽
花
雨
で
首
た
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
く
み
女

じ
ゃ
馬
と
言
わ
れ
八
十
路
の
ね
じ
り
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
澤
　
忠
義

こ
こ
か
し
こ
捩
花
ゆ
か
し
紅
淡
く

わ
が
町
の
誇
れ
る
遺
産
神
相
撲

あ
り
し
日
の
面
影
偲
ぶ
う
ら
盆
会

検
診
を
受
け
て
安
心
明
日
が
あ
る

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
四
年
に
一
度
の
感
動
を

駆
け
足
で
月
日
が
過
ぎ
て
行
く
余
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
藤
　
典
男

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
見
知
ら
ぬ
人
と
二
人

連
れ
お
互
い
に
ル
ー
ル
違
反
を
し
て
夫
婦

チ
ラ
シ
か
ら
世
間
の
風
を
読
ん
で
い
る

湯
の
宿
に
心
の
重
荷
置
い
て
く
る

幸
せ
が
い
つ
ま
で
続
く
夫
婦
箸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
渡
　
築
川

も
う
限
度
床
屋
に
行
け
と
急
が
す
妻

パ
チ
ン
コ
へ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
行
け

と
言
う

厚
化
粧
偽
装
表
示
と
孫
笑
う

神
相
撲
国
技
相
撲
の
起
源
知
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
古
表
神
社
）

古
表
祭
く
じ
引
き
場
所
が
混
み
合
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
　
　
登

か
お
り

う
つ
わ

う

い
こ

く

ス
イ
キ
ン
ク
ツ

た
ん

ぼ

し
の

ひ
と
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【
お
誕
生
お
め
で
と
う
】

　
竹
内
　
悠
紀

　
　
　
　
唯
七
ち
ゃ
ん
（
小
犬
丸
下

）

　
坂
根
　
寛
之

　
　
　
　
美
帆
ち
ゃ
ん
（
広
津
上
）

　
伊
藤
　
真
吾

　
　
　
　
珠
葵
ち
ゃ
ん
（
楡
　
生
）

【
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
】

　
向
野
　
智
　
様
　
63
歳
（
幸
子
上
）

　
河
野
　
次
乃
様
　
70
歳
（
高
　
浜
）

　
中
山
　
久
子
様
　
63
歳
（
広
津
上
）

　
菊
　
　
清
　
様
　
87
歳
（
和
井
田
）

【
吉
富
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
】

　
池
田
　
稔
江
様
　
（
土
　
　
屋
）

　
谷
本
　
清
光
様
　
（
中
津
市
大
新
田

）

　
向
野
　
信
也
様
　
（
幸

子

上
）

　
中
山
　
将
文
様
　
（
広

津

上
）

　
菊
　
　
啓
治
様
　
（
和

井

田
）

【
吉
富
町
寿
会
連
合
会
へ
】

　
池
田
　
稔
江
様
　
（
土
　
　
屋
）

　
高
原
　
栄
　
様
　
（
直
　
　
江
）

　
菊
　
　
啓
治
様
　
（
和

井

田
）

　
　
　
　
（
８
月
７
日
受
付
分
ま
で
）

慶
　
　
　
弔

香
典
返
し
お
礼

ゆ
い  

な 

み
　
ほ

た
ま 

き

女性のいきいき健康教室のご案内

　「更年期は人生の曲がり角！？」といわれています。自分の健康状態を見直し、その後の人
生を豊かにする節目として、前向きに過ごしませんか。
　福岡県京築保健福祉環境事務所では、こころも体もいきいきと過ごすための教室を開催
します。
　ふるってご参加ください、お待ちしています。

１．実施日程・内容

２．場　　所 ： １回目、福岡県豊前総合庁舎 ４階大会議室(福岡県豊前市八屋2007番１)
　　　　　　  ２回目､ 福岡県行橋総合庁舎 ４階大会議室（福岡県行橋市中央１‐２‐１）

３．対 象 者 ： 更年期女性及びその家族の者  中高年の女性の健康に関心のある者

４．募集人員 : 各回とも30名程度

５．参 加 費 : 無料

６．申し込み方法 ： お電話で申し込みください （各回とも開催日前日まで）

７．申し込み先 ： 　０９３０－２３－２９７０
　　　　　　　福岡県京築保健福祉環境事務所
　　　　　　　保健福祉課  高齢者・児童家庭係

～更年期でお悩みのあなたへ～

回

1

2

日　　　　時 内　　　　容

平成20年９月19日（金）

９:３0～12:00（受付は９:０0から）

 ｢メタボリック予防のための運動」

健康運動指導士     吉村　八住子先生

交流会

平成20年10月24日（金）

14：00～16:00（受付は13：30から）

「中高年の心と体の変化とその対応」

ー更年期来の実際ー

産業医科大学病院　産業保健学教授

産婦人科医師　　　石　明寛先生



※
行
財
政
改
革
の
一
環
と
し
て
「
広
報
よ
し
と
み
」
の
印
刷
を
単
色
刷
り
に
変
更
し
ま
し
た
。

※再生紙を使用しています。

今月の健康案内月

健康相談
10：00～12：00 あいあいセンター
月日

9
1 赤ちゃん広場

10：00～12：00 あいあいセンター
木日25

乳児健診（4・5ヶ月、7・8ヶ月児）
13：30～14：30 あいあいセンター
金日26

健康相談
10：00～12：00

14：00～14：15

あいあいセンター
月日29
BCG予防接種（3～5ヶ月児）

あいあいセンター
火日30

健康相談
10：00～12：00 あいあいセンター
月日8

赤ちゃん広場
10：00～12：00 あいあいセンター
木日11
こころのリハビリ教室「ひだまり」

10：00～12：00 あいあいセンター
水日17

健康相談
10：00～12：00 あいあいセンター
月日22

（H19年9月13日生　界木）

りん

髙橋　 凜ちゃん　 女

　ちびっこ広場は、お母さんと子どもたち（１歳以上）が友達の輪を広げるための育児サークル
です。
　活動内容は、季節の行事やお誕生日会、リトミックや料理講習、お天気のいい日はピクニック
や公園あそびもあります。
　今回、９月からの新しいお友達を募集しています。
　お家で子育てされている方、たくさんのお友達と楽しいひと時を過ごしませんか？

◆お問合せ・申込みは、吉富あいあいセンターまで　　２３－９９００

1歳のお誕生日おめでとう!

麻しん風しん混合（ＭＲ）予防接種日程表

医
療
機
関

実
施
日
時

唐原内科クリニック

　２２－０７８２

東　　病　　院

　２２－２２１９

よしとみ整形外科リウマチ科
クリニック

　２５－２２２５

中山内科医院

　２３－５６２３

さやの小児科医院

16（火)17（水）19（金）

  9：00～12：00

13：00～14：00

17：00～18：00

14：00～17：00 14：00～18：00 15：00～17：30 14：00～15：00

16（火)17（水）19（金） 16（火)18（木）19（金） 16（火)17（水）19（金） 16（火)18（木）

19（金）20（土）

　２４－４１５２

【問合せ先】　吉富あいあいセンター　　２３－９９００

あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー
便
り

吉
富
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー

【
問
い
合
わ
せ
先
】

２
３
‐
９
９
０
０

今月の健康標語 早起きし　栄養とって　学校へ
吉富小学校

永井　万耶

ちびっこ広場おともだち大募集！


